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在
宅
医
療
研
究
会
を
開
催

参
加
者
か
ら
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

の
協
力
と
い
う
と
て
も
興
味
深
い
お
話

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
と
し
て

必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
」
「
今
後
、
自

宅
で
最
期
ま
で
と
思
う
方
が
増
え
る
中

で
、
お
話
を
伺
い
、
と
て
も
頼
も
し
い

限
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
「
在
宅
で
生
活
し
て
い

く
上
で
副
主
治
医
が
つ
い
て
く
れ
る
こ

と
は
本
人
・
家
族
も
安
心
で
き
る
と
感

じ
ま
し
た
」
と
、
在
宅
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
大
き
な
意
義
を
感
じ
て
い
る
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。

ま
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
あ
ん
し
ん
の
協

力
医
療
機
関
の
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
か
ら

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
事
だ
と
再
認
識

し
ま
し
た
」
「
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
病
院
と

し
て
、
退
院
後
の
在
宅
医
療
に
お
い
て
、

し
っ
か
り
と
ケ
ア
マ
ネ
・
訪
問
看
護
と

連
携
を
取
っ
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
」

と
、
在
宅
医
療
を
進
め
て
い
く
上
で
の

意
気
込
み
が
寄
せ
ら
れ
た
。

研
究
会
全
体
を
通
じ
て
も
、
「
と
て

も
内
容
の
濃
い
２
時
間
で
し
た
」
「
具

体
的
な
お
話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
で
す
」

「
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
会
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
多
く
の
好
評
が
寄
せ
ら
れ
た
。

支
部
は
３
月
１
６
日
、
明
石
市
産
業

交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
在
宅
医
療
研
究
会

「
医
科
在
宅
医
療
点
数
の
ポ
イ
ン
ト
＆

チ
ー
ム
で
取
り
組
む
在
宅
医
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
開
催
し
、
医
師
や
看
護
師
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
２
４
人
が
参

加
し
た
。

研
究
会
で
は
西
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
西

山
裕
康
先
生
が
、
在
宅
医
療
点
数
の
制

度
の
要
点
に
つ
い
て
解
説
を
行
っ
た
ほ

か
、
平
崎
内
科
循
環
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
平
崎
智
士
先
生
が
、
明
石
市
で
の

「
在
宅
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
あ
ん
し
ん
」

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

西
山
先
生
は
「
医
科
在
宅
医
療
点
数

の
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
て
、
医
科
の
在

宅
医
療
に
関
す
る
点
数
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
解
説
。
往
診
料
、
訪
問
診
療

と
い
っ
た
基
本
的
な
点
数
を
は
じ
め
、

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
（
以
下
、
保

団
連
）
が
掲
げ
て
い
る
診
療
報
酬
改
善

要
求
に
つ
い
て
も
触
れ
な
が
ら
説
明
し

た
。参

加
者
か
ら
は
、
「
非
常
に
分
か
り

や
す
か
っ
た
で
す
」
「
在
宅
医
療
点
数

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
知
ら
な
い

事
が
あ
ま
り
に
も
多
い
と
感
じ
ま
し
た
」

と
、
複
雑
な
在
宅
医
療
点
数
に
つ
い
て

学
習
で
き
た
と
い
う
声
や
、
「
同
一
建

物
居
住
者
の
訪
問
診
療
の
場
合
、
末
期

が
ん
患
者
で
点
数
が
大
き
く
異
な
る
こ

と
に
疑
問
が
あ
る
こ
と
に
共
感
で
き
る
」

と
、
保
団
連
の
掲
げ
る
要
求
に
共
感
す

る
声
も
寄
せ
ら
れ
た
。

平
崎
先
生
は
、
「
在
宅
医
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
あ
ん
し
ん
」
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
報
告
。
主
に
７
人
の
医
師
が
中
心

と
な
っ
て
在
宅
医
療
に
取
り
組
み
、
①

副
主
治
医
を
付
け
、
必
ず
一
回
は
往
診

を
行
う
こ
と
、
②
平
等
性
を
確
保
す
る

こ
と
、
③
受
け
入
れ
可
能
な
在
宅
患
者

数
は
自
己
申
告
と
し
、
外
来
を
メ
イ
ン

で
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
い
っ

た
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
。
特
に
副
主
治
医

と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
患
者
や

家
族
に
安
心
感
を
持
っ
て
も
ら
え
て
い

る
と
い
う
点
や
、
医
療
機
関
の
負
担
を

軽
減
し
、
医
師
が
自
分
の
時
間
を
も
つ

事
も
重
視
し
て
い
る
と
い
う
点
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

最
後
に
平
崎
先
生
は
、
今
後
も
協
力

医
療
機
関
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

薬
局
等
を
充
実
さ
せ
、
在
宅
医
療
の
充

実
と
患
者
の
安
心
、
医
師
の
負
担
軽
減

を
目
指
し
た
い
と
展
望
を
示
し
た
。

点数のポイントについて解説する西山裕康先生（上）と

在宅医療の取り組みを報告する平崎智士先生（下）

在
宅
医
療
点
数
を

分
か
り
や
す
く
解
説

と
て
も
頼
も
し
い

在
宅
の
取
り
組
み
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ぜんそくフェスタ2017＆
兵庫県喘息死ゼロ作戦市民公開講座
日 時 ４月９日（日） 午前９時～１２時

場 所 明石市立産業交流センター

参加費 無料
※事前申込は不要です。会場へ直接お越しください。

※会員の先生方はもちろん、患者さん方にも

ご紹介ください。どなたでもご参加いただけます。

①ぜんそくフェスタ2017～気持ちよく息して意気高く生きよう～ 午前9時～10時

・呼吸機能検査コーナー

・呼気中一酸化炭素濃度測定コーナー

・吸入療法相談コーナー

・専門家による禁煙相談コーナー

・環境整備相談コーナー

・全米ヨガアライアンス認定インストラクターによるヨガ体験コーナー

②兵庫県喘息死ゼロ作戦市民公開講座
「健やかな肺で健康に生きるために」

第一部 午前10時10分～11時
特別講演「喘息を正しく理解するために」

演者：保澤 総一朗 先生（ヒロシマアレルギー呼吸器クリニック 院長）

第二部 午前11時～12時
パネルディスカッション「よりよいぜんそく治療を目指して」

司会：大西 尚 先生 （明石医療センター 呼吸器内科 副院長）

瀬戸屋利克 先生 （せとやこどもクリニック 院長）

パネリスト：保澤 総一朗 先生

猪俣 工矣先生 （いのまた循環器科内科 院長）

小椋 千絵先生 （明石医療センター 薬剤科長）

中田 浩二先生 （西宮市役所 環境衛生課）

お酒を識るinたなか屋酒店
日 時 ４月１日（土） 午後６時～７時２０分

場 所 明石市たなかや酒店
参加費 ３０００円

明石・魚棚でこだわりの

地酒やワインなどを販売。

店の奥には手作りの酒のア

テやお惣菜が並び地酒やワ

インを嗜める立ち呑みも併

設。地元の人や地酒好きが

集まりリピーターがたえま

せん。

今回の特別企画は、知識

豊富なたなか屋のご主人と

奥さんのご協力で、明石の

地酒「来楽」をはじめ、店主おすすめの地酒や赤白ワインの試飲会の運びとな

りました。あなごやタコを使ったお酒のアテもちょっぴりご用意。ご主人と奥

さんのお酒の話を聞きながらの特別試飲会です。限定15人。先生はもちろん、

ご夫婦でも是非ご参加下さい。

お問い合わせは、協会事務局℡(078)393-1807平田、本田、境まで。

申込ＦＡＸ ０７８－３９３－１８２０

□ 参加します （ ） 人

医療機関名 （ ）

代表者お名前（ ）Tel （ ）

兵庫県保険医協会明石支部特別文化企画


